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　　　To 　study 　the 　involvement 　of 　Cry　j　l　and 　Cry 　j　2　　 the　allergenic 　proteins　of
Cryptomeria　japonica　pollen

− in　pollen　growth ，　we 　examined 　their　distribution　in　the

germinated 　pollen　using 　monoclonal 　antibodies 　against 　both　proteins．　We 　also　exam −

ined　the 　localization　of 　pectins　and 　arabinogalactan 　proteins（AGPs ）using 　JIM 　5　and
JIM 　7　一 　monoclonal 　antibodies 　against 　pectins

− and 　JIM　13　 amonoclonal 　an −

tibody　against 　AGPs −
sillce 　Cry　j　l　and 　Cry　j　2　have　degradation　activity　on 　pectins，

　　　In　immunoblot 　analysis
，
　Cry　j　1　was 　scarcely 　detected　in　the　extract 　from　germi−

nated 　pollen．　Cry 　j　2　was 　found　in　the　extracts 　from　mature 　quiescent　pollen　grains　and
the　germinated　pollen．　Immunoelectron 　microscopy 　showed 　little　labeling　of 　every 　re−

gion　of 　the 　germinated 　pollen　with 　the　anti −Cry　j　l　antibody ，　whereas 　the　anti −Cry　j　2
antibody 　labeled　only 　the 　starch 　grains　in　the　pollen　grains　and 　germinated　pollen．　In
contrast

，
　JIM 　5　and 　JIM　71abeled　the　nexine 　layer，　and 　JIM 　l　31abcled　the　starch

grains　and 　other 　regions ．　Thus，　the　distributions　of　Cry　j　l　and 　Cry 　j　2　in　the 　germi−

nated 　pollen　were 　not 　in　accord 　with 　those　of 　pectins．　Also，　the　localization　of 　Cry 　j　2
did　not 　coincide 　with 　that　of　AGP ，

　except 　fbr　the　presence　of 　both　of 　them 　in　the

starch 　grains，　These　results 　suggest 　that 　Cry　j　l　and 　Cry　j　2　are 　not 　involved　in　pollen

germination　and 　tube 　growth ，　and 　that 　Cry　j　1，
　which 　exists 　in　the　boundary　region 　be−

tween　the　nexine 　and 　the　intine−11ayers ，
　may 　contribute 　to　separating 　the　intine　from

the　exine 　after 　hydration．

Key　Words ： Cry　j　l，Cry　j　2，　Cりlptomeria 　jaρonica ，　immunocytochemical 　localization，

　　　　　　　　　pollen　growth．

緒 言

　 ス ギ花粉 症 の 主 要 ア レ ル ゲ ン と して Cryjlm と Cry

j2（2｝
が 知 ら れ て い る．　 Cry　j　1 に つ い て は 全 ア ミ ノ 酸

配 列 が 明 らか に され，そ の 配列 は ブ タ ク サ花粉 の 主 ア

レ ル ゲ ン で あ る Amb 　a　1 の 配 列 と 46％ の 相 同 性が あ

り
C3），また，そ れ は 植物病原菌 が分泌す るペ ク テ

ート

リア
ーゼ と も 47− 59％ の 相同性 が み ら れ，Cry　j　1 も

ペ ク テ
ー

ト リ ア
ーゼ 活 性 を 持 つ こ とが 報 告 さ れ て い

る
｛”）．さ ら に 免疫電子顕微鏡観察 に よ る と，花粉細胞

由来 と思 わ れ る Cry 　j　1 も
一

部存在す る が，ほ と ん ど

の Cry　j　1は若 い 葯の タ ペ ータ ム と成 熟 花 粉 の 外 壁 と

オ
ー

ビ ク ル に 存在す る
〔5｝

の で ，Cry　j　1 は タ ペ ータ ム

由来 で あ る と考 え られ て い る．Cry　j　2 も全 ア ミ ノ酸
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配 列 が決定 さ れ，そ れ は ア ボ カ ドと トマ トの 果肉熟成

に 関わ っ て い る ポ リガ ラ ク ツ ロ ナーゼ
〔G’　T）

に，ま た ト

ウ モ ロ コ シ 花粉 で 発現す る ポ リ ガ ラ ク ツ ロ ナ
ーゼ  

に，

そ れ ぞ れ 43％，40％，34％ の 相 同性 が み られ
〔9〕，さ ら

に Cry　j　2 もポ リガ ラ ク ツ ロ ナ
ーゼ 活性 を 持つ こ とが

報告 され て い る
CI°〕，た だ ，花粉 に お け る Cry　j　2 の 局

在性 は ま だ 明 らか に さ れ て い な い ．

　 ペ ク テ
ー

ト リ ア v
一ゼ と ポ リ ガ ラ ク ツ ロ ナ

ーゼ は と も

に 植 物 細 胞 壁 の 主 要 な 構 成多糖 成分 で あ る ペ ク チ ン の

分解酵素 で あ る．ペ ク チ ン分解酵素 は，植物病原菌の

植 物 体 へ の 侵 入
（IL　T2），果 物 の 成熟過程

 
に 関連づ け

て 研究 され て い る，さ らに，花粉 の 発芽 や管伸長 に 関

わ る と の 推 測 が な さ れ
（14−16〕，ス ギ花粉 ア レ ル ゲ ン が ペ

ク チ ン分解活性をもつ こ とか ら，そ の 生 理 的な役割 は

花 粉 の 発 芽 や 管 伸 長 の 促 進 に あ る と 推 測 さ れ て い

る
（4・P，

　 し か し，裸子 植物 の 多 くは，被子 植物 と は 異 な り，
’
被子植物の 花粉管壁 の 主 要 な構成成分 で あ るペ ク チ ン

が 花粉管壁 に あ ま り見 られ な い
ω ．ス ギ花粉 ア レ ル ゲ

ン はペ ク チ ン 分 解酵素活 性 を持 っ て い る もの の，実際

に 花 粉 管 壁 で ペ ク チ ン 分 解 酵 素 と して 働 い て い る の か

ど うか は 明 らか で は な い．

　 こ の 研 究 で は，ス ギ花 粉 ア レ ル ゲ ン とペ ク チ ン 性 多

糖 に 対す る モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体 を用 い て ス ギ花粉 ア レ

ル ゲ ン とペ ク チ ン 性 多 糖 の 局 在 を調 べ ，実 際 に 花 粉 ア

レル ゲ ン が 花粉 の 発芽や 管伸長 に 関 与 し て い る か ど う

か 検 討 を 行 っ た．

材 料 と 方 法

1．材 　 　料

　開 葯 前 の ス ギ （α yμ o 耀 r切 qρo π た α ） の 雄 花 を採 取

し，室 温 で
一

晩乾燥 さ せ て 開葯 さ せ ，篩 （O．1mm

mesh ） を通 して 花 粉 を 集 め た ．集 め た 花 粉 は シ リカ

ゲ ル 容器 に 入 れ，使用 時 まで
一20℃ で 保 存 した．培養

に 際 して は，花 粉 を 室 温 に 1時 間 放 置 した 後，0．1M

シ ョ 糖
一1 ％ 寒天培地 に 散布 し，30℃ で 72 時間培養

した．

2 ．タ ン パ ク 質 の 抽 出

　花粉 に 2 ％ ドデ シ ル 硫酸 ナ ト リ ウ ム （SDS ）
− 5％

グ リセ リ ン ー62．5mM 　Tris・HC1 （pH 　6．8） を
一

定 量 加

え ，ポ ッ タ
ー型 ホ モ ジ ェ ナ イ ザー管 に 入 れ，0℃ で 10

秒 間 磨砕 し，30秒 間 冷却す る 操作 を 10 回繰 り返 した

後，10，000× g で 10分 間遠 心 分 離 し て 上澄液を回 収 し

た，こ の 液 を タ ン パ ク質試 料 と し，タ ン パ ク質量 は

Bradford法
c’S）

に よ り求 め た．

3 ．SDS ポ リア ク リル ア ミ ドゲ ル 電 気 泳 動 （SDS −

　 PAGE ） と ウ ェ スタ ンブ ロ ッ ト法

　SDS −PAGE は，ア ク リル ア ミ ドゲ ル の 濃 度 を 10％
と し，ス ラ ブ泳動装置を用 い て Laemmli の 方法

a9〕
に

準 じて 行った，タ ン パ ク質 は 1 レーン 10μg を泳 動 し，

銀染色 で 検出 した．

　 ウ エ ス タ ン ブ ロ ッ ト は Towbin ら の 方法
（2°）

に 準 じ

て 行 っ た．SDS −PAGE （タ ン パ ク質 は 1 レ ーン 1μg

を泳動）後，プ ロ ッ テ ィ ン グ装置を 用い て タ ン パ ク 質

を ゲ ル か らポ リ ビ ニ リデ ン ジ フ ル オ リ ド膜 へ 転写 した ．

こ の 膜 を 1 ％牛血 清 ア ル ブ ミ ン （BSA ）　　 Tween 　20

　　リ ン 酸緩衝液
一生 理 食 塩 水 （PBS ） 液 に 4 ℃ で

一

晩浸 し，ブ ロ ッ キ ン グ処理 を行 っ た ．こ の 後 Tween −

PBS 液 に よ る 膜 の 洗 い と そ れ ぞ れ の 抗 体 との 反 応 を

交互 に 行 っ た ，抗体 と の 反応 は ま ず 10，000 倍 に 希釈

した一
次抗体 （抗 Cry モ ノ ク ロ

ーナ ル 抗 体） と 30℃
で 2 時間反応 させ た，次に 5，000 倍希釈 した二 次 抗 体

（ウ マ 由来 抗 マ ウ ス IgG 一
ビ オ チ ン ，　 Vector社） と 30

℃ で 1 時 間 反 応 させ，最 後 に 10，000倍 希 釈 した 西 洋

ワ サ ビ ペ ル オ キ シ ダ ーゼー
ア ビ ジ ン D 　（Vector社）

と 30℃ で 30分 間 反 応 さ せ た ．反 応 後，膜 を 洗 い ，

ECL ウ ェ ス タ ン ブ ロ テ ィ ン グ 検 出 シ ス テ ム

（Amersham 　Biosciences社） に よ り化 学発光 さ せ ，　 X

線 フ ィ ル ム に 感 光 さ せ て ア レ ル ゲ ン を 検 出 した．

4 ．モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体

　抗 Cry 　j　 1 モ ノ ク ロ
ーナ ル 抗 体 026と抗 Cry　j　2 モ

ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体 T27 は 林原生 物化学研究所製 を 使

用 した．ま た，非 エ ス テ ル 化 ペ ク チ ン に 対 す る 抗 体 で

あ る JIM 　5〔2’・　22），メ チ ル エ ス テ ル 化 ペ ク チ ン に 対 す る

抗体 で あ る JIM 　7〔22），ア ラ ビ ノ ガ ラ ク タ ン タ ン パ ク 質

（AGPs ） に 対 す る抗 体 で あ る JIM 　13 
は 英 国 Leed

大学 の J．P．　Knox 博士 よ り提 供 して い た だ い た．

5 ．免 疫 電 子 顕 微 鏡 観 察

　花粉 を 4 ％ パ ラ ホ ル ム ア ル デ ヒ ドー0．5％ グ ル タ ル

ァ ル デ ヒ ドー0．1M カ コ ジル 酸緩 衝 液 （pH 　7．3） に 浸

し，マ イ ク ロ ウ ェ
ー

ブ 法 に よ る 固 定
（2‘）

を行 な っ た 後，

室 温 で
一

晩振盪 し，前固定した．標品 を 0．1M カ コ ジ

ル 酸 緩 衝 液 （洗 浄 液，pH 　7．3）で ，室 温 で
一

晩振盟 し

た 後，0．5％ 四 酸化 オ ス ミ ウ ム ー1．5％ 黄血 カ リ に 浸 し

室 温 で 1時 間振 盈 し，後 固定
c！」｝

した ．標 品 を 洗 浄 し

た 後，中村 ・三 木 の 方法
U6）

に 準 じて エ タ ノ
ー

ル 上 昇

系列 で 脱 水 し，LR −White 樹 脂 （London 　Resin社 ） に

包埋 した ，

　免疫染色 に 際 して は，超薄切片 を コ ロ ジオ ン 膜を 貼 っ

た ニ ッ ケル グ リ ッ ド （200メ ッ シ ュ ） に と り，非 特 異

的吸着 を 防 ぐた め 0．15M 　NaCl − 50　mM 　Tris−HCI 液

（抗体用希釈液，pH 　72）で 30倍に 希釈 した 正 常 ヤ ギ

N 工工
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血清 （和光純薬 工 業社）液 に 室温 で 10分 間 浸 し た．

次 に 切片 を 抗 体希釈 液 で 50倍 に 希釈 し た
一

次 抗 体

（各種 モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗 体）液に 浸 し，室温 で 30 分 間，

さ らに 4 ℃で
一晩 反応 させ た．切片 を 0．15M 　NaC1 −

O．2％ BSA − 50　mM 　Tris−HCI （洗 浄液，　 pH 　7．2） で 洗

い，O．15M 　NaCl − 1 ％BSA − 0．1％ NaN3 − 20mM 　Tris−

HCI （pH 　 8．2） で 20〜50 倍 に 希 釈 し た 二 次抗 体

（10nm 金 コ ロ イ ド標 識 ヤ ギ
ー

抗 マ ウ ス lgG ，フ ナ コ

シ 社） と 室 温 で 1 時間反応 させ た，反応 後切片 を洗浄

液で ，次 に 超純水 で 洗 い ，JEM 　12GOEX 透過型電子

顕微鏡で 観 察 した．

結 果

1 ．ス ギ花粉 の 発 芽

　ス ギ 花粉 の 発芽率 は 20〜50％ 程 度 で あ っ た．ス ギ

花粉 は ，Fig．1 に 示 す よ う に 吸 水 す る と や や 膨 らみ，

そ の 後 内壁 が 急 激 に 膨 潤 して 花 粉 細 胞 を含 ん だ ま ま外

壁か ら分 離 し た ，吸水後 20 時間 以 上 に な る と 花粉細

胞の 発 芽が 見 られ，花粉管が 伸長 した ，花粉 管 は や が

て 内壁 を 突 き破り，と き に 枝別れ を しな が ら伸長 し た．

外壁か ら分離 した 内壁 はペ ク チ ン を染色す る ル テ ニ ウ

ム レ ッ ドや ア ル シ ア ン ブル ー
で 染色 され た．電 子顕微

鏡 （電顕）観察に よ る と，内壁 と離れ た 外壁 に は 内壁

層 は み られ ず （Fig．　4c，　d），発 芽花粉 の 花 粉 粒 部分 に
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　　　　　　　　　　　　Fig．1．　 Germination　of 　Japanese　cedar 　pollen．
a：dehydrated　pollen．　b，　c： When 　the　pollen　grains　were 　hydrated，　the　intine　soon 　swelled 　markedly ，　and
the　intine　surrounding 　the　pollen　cell　separated 　from 　the　exine （arrow 　symbols ）．The 　swQilen 　intine　was

sta血 ed 　with 　alcian 　blue（b）and 　ruthenium 　red （c，　d）．d：germinated 　pollen．
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は 内壁第 4層 が ，時 に 内壁 第 3 層もみ ら れ た．花粉管

壁部分 は 内壁 第 4層 に 連続 して お り，第 4層の
一

部が

花粉管 と な り，管 は 内壁 （第 1− 3 層） の 中を伸長 し，

あ る程 度 長 くな る と内壁層を突 き破 っ た ．

2．ス ギ 花粉 抽 出液 とモ ノ ク ロ ーナ ル 抗 体 との 反 応

　 ス ギ 花粉 ア レル ゲ ン に 対 す る モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗 体 と

花粉抽出液 と の 反応性を ウ ェ ス タ ン ブ ロ ッ ト法 に よ り

調 べ た （Fig．2）．ス ギの 成熟 花粉 と発 芽花粉 （培養 72

時間） の 抽出液 を SDS −PAGE で 展開 し，抗 Cry　j　 1

抗体 と抗 Cry　j　2抗体 を反応 さ せ た と こ ろ，抗 Cry　j　1

抗体 の 反 応 で は 成熟花粉 に お い て 分子 量 41kDa と

44kDa の 位置 に 強 い 2本 の バ ン ドが 検出 され た が ，

MW

（kDa）

20598191

52

36

20

1SDS

−PAGE2

3

Western　blotting

　　　　　　　44
Cry　j　1

　　　　　　　 41

Cry　j237

Fig．2．　 SDS −PAGE 　and 　Western　blotti皿g　Qf

　 　 　 　the　pollen　extract ．
The 　extract （1μg　protein ／lane）from 　 mature

pollen　grains （lane　2） reacted 　 with 　the　anti −
Cry 　j　l　 and 　Cry　j　2　antibodies ，　but　the　extract

from　the　germinated　pollen（lane　3）reacted

only 　 with 　 anti ・Cry　j　2　antibody ．　Lane　1： mo −

1ecular　wejght 　markers ．

発 芽花 粉 に は バ ン ドが 検出 さ れ な か っ た ，抗 Cry 　j　2

抗体の 反応 で は，成熟花粉，発芽花粉 に お い て 共 に 分

子量 37kDa の 位 置 に 強 い バ ン ドが 検 出さ れ た．

3 ．免 疫電 子 顕微 鏡 観 察

　成熟花粉粒 に お ける 抗 Cry　j　1 モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体

の ラ ベ ル の 分 布，つ ま り Cry　j　1 の 局在 に つ い て は す

で に 調 べ られ て い る の で
（5），抗 Cry　j　1抗 体 に つ い て

は発芽花粉 に つ い て ，抗 Cry　j　2 抗体 に つ い て は成熟

花粉 と発 芽 花 粉 に お け る そ の ラベ ル の 分 布 を調 べ た．

　抗 Cry　j　1 モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体 に よ る金 コ ロ イ ドの

ラベ ル は，発芽花粉 の ど の 部位 に お い て も検出 され な

か っ た．一
方，抗 Cry　j　2モ ノ ク ロ

ーナ ル 抗体 に よ る

ラ ベ ル は，成熟花粉粒 の デ ン プ ン 粒 に の み 見 ら れ

（Fig．3），そ の 他 の 部位 に は み られ な か っ た．ま た ，

発 芽 花粉 で も，花粉 粒 部分 の デ ン プ ン 粒 に の み ラ ベ ル

が 見 られ （Fig．4a），細胞質 や ど の 内壁 層 に も ラ ベ ル

はみ られ な か っ た．発 芽孔付 近 で も，ラ ベ ル は デ ン プ

ン粒 に の み 見 られ た （Fig．4b）．花粉管内で も ラ ベ ル

はデ ン プ ン粒 に の み 見 ら れ，細胞質 と花粉管壁 に は ラ

ベ ル は見 られ なか っ た．

　発芽花粉 に お け るペ ク チ ン性多糖 の 局 在 を知 るた め

に，JIM 　5，　 JIM 　7，　 JIM 　13抗体を用 い て ラ ベ ル の 分

布 を調 べ た．JIM 　5 に よ る金 コ ロ イ ドの ラ ベ ル は，外
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                 Fig. 4. Immunoelectron  microscopy  of the germinated pollen.
  Anti-Cry j 2 antibody  labeled only  the  starch  grains in the pollen grain region  (a), in the vicinity  of  the

  germinal aperture  (b) and  in other  regions.  JIM  5 (c) and  JIM  7 (d) labeled  the nexine  layer of  the  exine

  separated  from the  intine. JIM  13 labeled the  cytosol,  the  generatiye cell  (e) and  the starch  grains (f). Cy:

  cytosol,  GCW:  generative cell  wa]1,  Gn: generative nucleus,  Ne: nexine,  Se: sexine,  PTW:  pollen tube  wall,

  St: starch  grain, Vn: vegetatiye  nucleus.  Bars: 500nm.
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壁 ネ キ シ ン （Ne ）層の ほ ぼ半 分 の 部 分，と くに セ キ

シ ン （Se）層側 に 多 く見 ら れた ．　 Se層 に は ラ ベ ル は

見 られ な か っ た （Fig，4c）．そ して 花粉 管壁 な どの こ

の 他の 部位 に は ラ ベ ル は見 ら れな か っ た．JIM　7 に よ

る ラ ベ ル は Ne 層全 体 に 見 られ た．　 Se層 に は ラベ ル は

見 られな か っ た （Fig．4d），ま た 花粉管先端 の 花粉管

壁，細 胞 質 に わ ず か に ラベ ル が 見 られ た．JIM 　13の

ラ ベ ル は発芽花粉の 花粉粒部分 の 細胞 質，内壁 第 4層

（花粉壁） に み られ，生殖細胞 の 細胞質 に もラ ベ ル が

み られ た が，生殖 細 胞 壁 に はみ られ な か っ た （Fig．4e）．

花粉粒部分 の デ ン プ ン粒 （Fig．4e） に は か な らず ラ ベ

ル が 見 られ た．そ して 花粉 管部分 で は，細 胞質，管壁，

デ ン プ ン粒 に ラ ベ ル が み ら れ た。

考 察

　成熟花粉 で は，Cry　j　1 は 主 に 外壁 Se 層 とオ
ー

ビ ク

ル 外層 に 存在す るが，外壁 の Ne 層 と内壁 の 第 1層 と

の 境界領域 に も存在す る
  ．そ して こ の 分布 と今回明

らか に な っ た Ne 層 に お け る ペ ク チ ン の 分 布 と か ら，

Cry　j　1 の ペ ク チ ン 分解 活 性 が 外 壁 の Ne 層 と 内壁 の

第 1層の 分離 に 関係 して い る こ とが 推測 され る．内壁

（第 1− 3層 ） の ペ ク チ ン の 分 布 に つ い て は 電顕観察 が

難 し く抗体 に よ る確認 はで きな か った が，内壁 成分 に

は 組織 化 学的知見 （Fig．1） か らペ ク チ ン が 存在す る

と思 わ れ，ま た 単離 した 内壁 の 化学的 分析
 

か ら主

成 分 は ガ ラ ク トース ，ラ ム ノース ，ア ラ ビ ノ
ー

ス ，ウ

ロ ン 酸か ら な るペ ク チ ン 性多糖で ある こ とが 示 され て

い る．ペ ク チ ン は吸 水す る と 膨 潤 す る 性 質が あ り，そ

の こ と に よ り機械的 に 外壁 と内壁が 分離す る こ と も考

え られ るが
， 花粉 が 吸 水 して も何 の 変化 もみ ら れ な い

場合もあ り，そ の 分離に は ペ ク チ ン 分解活性が 関係す

る と 考え ら れ る．

　 こ れ に 対 して ，発 芽 花 粉 で は イ ム ノ ブ ロ ッ トで も電

顕観察 で も Cry　j工の 存在 を 確認 で き な か っ た．成 熟

花粉 で は 雄原 細 胞壁 と ゴ ル ジ 体 に も Cry　j　1 が 存在す

る が
（5），そ れ らは微 量 で あ り，かつ 発 芽 花 粉 は Cry　j　1

が 存在す る 外壁を 持た な い の で ，検出で き な か っ た と

考え られ る，ま た 花 粉 管 壁 と こ れ に 連 続 す る花 粉 粒 部

分 の 花粉壁 （内壁第 4 層） に は ペ ク チ ン は 僅か しか 含

ま れ て い な い ，ス ギ花粉 の 場合，こ れ らの 壁 に は Cry

j1 が 存 在 しな い の で ，壁ペ ク チ ン が 微量 で あ る の は

多 量 に 存 在 した 壁 ペ ク チ ン が Cry　j　1 に よって 分 解 を

受 け て 微量 に な っ た と は 考 え に くい ．壁ペ ク チ ン の 合

成 そ の もの が 微 量 で あ った と考 え られ る．Cry 　j　1 は

成熟花粉 で 検出 され た が，伸長 して い る 花粉 管 の どの

部 分 に も検 出 さ れ な か っ た の で ，Cry　j　1 は 管伸長 に

は ほ と ん ど関 与 して い な い と考 え られ る，Cry　j　1が

花粉管伸長 に も関与 し て い る か ど う か に つ い て は ，遺

伝子 組み 換え タバ コ の 花粉を用 い て Cry　j　1 遺伝子 の

プ ロ モ
ーターが 花粉管 で 発現 す る こ とが 示 され ， Cry

j1 の 花粉管伸長 へ の 関与 が 推測 され て い る
fzs），しか

し，伸長 して い る ス ギ 花粉管 で Cry　j　1 が 検出さ れ な

い こ とは，そ の 生産 が み られる と し て も非常に 僅か で

あ る か ， 長時間続 か な い こ とを示 唆 して い るの か も知

れ な い．

　Cry　j　2 の 細 胞内分 布 につ い て は こ れ ま で 報告 が な

く，成熟花粉 と発芽花粉 に つ い て 調 べ た，しか し ， ど

ち らの 花粉 の 場合 もデ ン プ ン粒 に そ の 存在 が み ら れた

以外，そ の 他 の どの 部位 に も Cry　j　2 は 存 在 し な か っ

た．ペ ク チ ン 性多糖 の 1 種 で あ る AGPs と は ，デ ン

プ ン 粒 に お い て だ け分 布 の 重 な りが み られ た が ，花粉

壁ペ ク チ ン の 分布 と は 関連性 が な く，した が っ て 発芽

に も管伸長 に も Cry　j　2 は 関与 して い な い と考え られ

る．何 故 Cry　j　2が デ ン プ ン粒 に 存在 す るの か の 理由

は 不明で あ る が，タ ン パ ク質 とデ ン プ ン との 特殊な 吸

着 が 考 え られ る．ま た，デ ン プ ン粒 の 形態は 種に よ り

生 理 的条件 に よ りい ろ い ろ で あ る．デ ン プ ン 粒 の 形 態

の 形成 ・分解 に は デ ン プ ン合成酵素 だ けで な く何 らか

の 他 の タ ン パ ク 質 が 関 与 し て い る と 考え ら れ ，AGP

や Cry　j　2 もそ の 一つ で あ り，
そ の こ と に 関 与 して い

る の か も知 れ な い．

　 ま た，イ ネ科花粉 に 含 ま れ る デ ン プ ン 粒 に は 花粉 ア

レル ゲ ン が存在す る こ と が知 られ て い る
CZ9．3〔’〕．花粉 よ

り微小 な 粒 子 が 花粉症 の 原 因 と考 え ら れ る場 合，花粉

内容物 の 飛散が 考え られ，実際に 空 中に 飛散 す る デ ン

プ ン粒 が捕 らえ られ て い る
（30）．ス ギ花粉症 に お い て も

同様 の 可能性が 考え ら れ る．
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